
習志野市環境保全条例施行規則 別表第４ 規制基準 （水質汚濁抜粋） 

 

２ 水質汚濁に係る規制基準 

習志野市域における全ての公共用水域において、中欄に掲げる項目ごとに、右欄に掲げるとおりとする。 

番号 項目 許容限度 

１ 色 受け入れる水を著しく変化させるような色がないこと。 

２ 水素イオン濃度 ６.０以上８.５以下 

３ 生物化学的酸素要求量 １０ミリグラム 

４ 化学的酸素要求量 １０ミリグラム 

５ 浮遊物質量 ２０ミリグラム 

６ 大腸菌群数 ３,０００個 

７ カドミウム及びその化合物 ０.０１ミリグラム 

８ シアン化合物 検出されないこと 

９ 有機燐化合物（パラチオン、メチルパラチオ

ン、メチルジメトン及びEPNに限る。） 

検出されないこと 

１０ 鉛及びその化合物 ０.１ミリグラム 

１１ 六価クロム化合物 ０.０５ミリグラム 

１２ 砒素及びその化合物 ０.０５ミリグラム 

１３ 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 水銀として０.０００５ミリグラム 

１４ アルキル水銀化合物 検出されないこと 

１５ ポリ塩化ビフェニル 検出されないこと 

１６ トリクロロエチレン ０.３ミリグラム 

１７ テトラクロロエチレン ０.１ミリグラム 

１８ ジクロロメタン ０.２ミリグラム 

１９ 四塩化炭素 ０.０２ミリグラム 

２０ １,２―ジクロロエタン ０.０４ミリグラム 

２１ １,１―ジクロロエチレン １ミリグラム 

２２ シス―１,２―ジクロロエチレン ０.４ミリグラム 

２３ １,１,１―トリクロロエタン ３.０ミリグラム 

２４ １,１,２―トリクロロエタン ０.０６ミリグラム 

２５ １,３―ジクロロプロペン ０.０２ミリグラム 

２６ チウラム ０.０６ミリグラム 

２７ シマジン ０.０３ミリグラム 

２８ チオベンカルブ ０.２ミリグラム 

２９ ベンゼン ０.１ミリグラム 



３０ セレン及びその化合物 ０.０５ミリグラム 

３１ ほう素及びその化合物 １０ミリグラム 

３２ ふつ素及びその化合物 ８ミリグラム 

３３ アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合

物及び硝酸化合物 

５０ミリグラム 

３４ １,４―ジオキサン ０.５ミリグラム 

３５ ダイオキシン類 １０ピコグラム―TEQ 

３６ フェノール類含有量 ０.５ミリグラム 

３７ 銅含有量 １ミリグラム 

３８ 亜鉛含有量 １ミリグラム 

３９ 溶解性鉄含有量 １ミリグラム 

４０ 溶解性マンガン含有量 １ミリグラム 

４１ クロム含有量 ０.５ミリグラム 

４２ 窒素含有量 １６ミリグラム 

４３ 燐含有量 ２ミリグラム 

４４ ノルマルヘキサン抽出物質含有量（鉱油類含

有量） 

２ミリグラム 

４５ ノルマルヘキサン抽出物質含有量（動植物油

脂類含有量） 

３ミリグラム 

 

備考 

１ 公共用水域とは、河川、湖沼、港湾、沿岸海域その他公共の用に供される水域及びこれに接続

する公共溝渠、かんがい用水路その他公共の用に供される水路（下水道法（昭和３３年法律第７

９号）第２条第３号及び第４号に規定する公共下水道及び流域下水道であつて、同条第６号に規

定する終末処理場を設置しているもの（その流域下水道に接続する公共下水道を含む。）を除

く。）をいう。 

２ 単位は、水１リットル中におけるその物質の量を示す。ただし、水素イオン濃度については水素

イオン指数とし、大腸菌群数は、１立方センチメートルにつきその数を示す。 

３ 「検出されないこと」とは、備考６に規定する方法により排出水の汚染状態を検定した場合にお

いて、その結果が当該検定方法の定量限界を下回ることをいう。 

４ この表の７の項から３５の項までに掲げる以外の許容限度は、１日当たりの平均的な排出水の

量が３０立方メートル以上である工場又は指定作業場に係る排出水について適用する。 

５ 化学的酸素要求量についての許容限度は、し尿処理施設を有する事業場に係る排出水につい

ては、当分の間、適用しない。 

６ 各項目の検定は、次に掲げる方法によるものとする。 

(１) 色 日本工業規格K０１０２の１１に定める方法 

(２) ダイオキシン類 ダイオキシン類対策特別措置法施行規則（平成１１年総理府令第６７号）第

２条第１項に規定する方法 

(３) その他の項目 排水基準を定める省令（昭和４６年総理府令第３５号）第２条の規定により

環境大臣が定める方法 


